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見つめる目 

  しなやかな心 

医療を支える 看護の手 

看護部だより 
2013 年 

09月号 

第 269 号 

特定医療法人衆済会 

増子記念病院 

   看護部 

部長 上村 志磨子 

（認定看護管理者） 

１ 自己紹介 

 増子記念病院には伊藤理事長のご縁で

平成 8 年に進学生として入社。第 1 透析

室に配属されました。その後平成 11 年に

4 階病棟に看護師として配属。病棟勤務で

苦楽もたくさんありましたが、支えてくだ

さった看護部長や主任やスタッフのおか

げで一看護師として成長できたと思いま

す。 

その支えのおかげで病棟在籍中に透析

療法指導看護師の認定を取得し平成 22

年、第 3 透析室へ移動となりました。11

年振りの透析室業務に最初は戸惑いも多

くありましたが課長や主任、スタッフのあ

たたかい支えがありました。 

今回主任を拝命し頑張る所存です。若輩

者の私が主任となり 2 か月程経過しまし

たが、まだまだ管理業務に不慣れで皆様に

はご迷惑おかけすることが多々あるとは

思いますが、どうぞよろしくお願い致しま

す。 

２ ホスピタリティマインド 

 皆様のご存じの東京ディズニーラン

ドでは従業員の 9 割がアルバイトにも

かかわらず、接客におけるクオリティは

非常に高いレベルであるといえます。な

ぜなら、スタッフ全員がホスピタリティ

マインドをもって、人の模範となるよう

に行動しているからです。 

ホスピタリティマインドとは、人と関

わり合う職業には常に必要な考え方で

す。一般的には質の高いサービスを提供

する思いやりの心だと表現されていま

す。 

語源は「客を保護する」ということで

すが、「自主的・主体的に相手を思いや

ること」だと福島は言っています。相手

とは患者はもちろんのこと、職場の上

司・先輩・同僚・後輩など自分以外のす

べてを含みます。どんなに技術が優れて

いても、ホスピタリティマインドがなけ

れば相手の心には響かないものです。 

 この度、2013 年 6 月 11 日付で主任を拝命致しました、第 3 透析室 西山貞香です。 

簡単に自己紹介をさせていだだきます。 

出  身：名古屋 

生年月日：1977 年○月○日 おとめ座 

血液型：A 型 

趣 味：旅行 （東京ディズニーランド・京都観光が大好き） 新幹線が好き        

スキューバダイビング（最近はあまり行けてませんが） 
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４ おわりに 

日々の業務を「流れ作業」として過ごす

のではなく、その中でスタッフ全員がこの

理念の下、同じ目標に向かって質の高い看

護を提供し患者の満足度だけではなく、ス

タッフの仕事に対する満足度も向上させ、

何より、皆様と共により働きやすい増子記

念病院にしていきたいと思います。 

今回、主任を拝命させていただきまし

た。至らない点は多いとは思いますが、ホ

スピタリティマインドを持って、これから

全力で頑張っていきたいと思います。 

＜引用文献＞ 

９割がバイトでも最高のスタッフに育つ

ディズニーの教え方：福島文二郎、中経出

版 2010 

 

 

思いやりに行動がプラスされてはじめ

て、相手の心に響き相互の信頼関係が生

まれていくのです。 

２ モチベーションを高めるためには 

 良い職場の風土作りが大切だと思い

ます。それは、上司・先輩が後輩のこと

をいつも見ていて、マメに声をかける、

上司・先輩と後輩ができるだけ多くの価

値観を共有し、信頼しあう仲間がいてチ

ームワークもいいなどいろいろありま

すが、一番は「笑顔」です。笑顔で明る

く挨拶を交わし、笑顔でアイコンタクト

をとり、言葉を交わす、そのような行動

がとれれば自然と信頼関係が築くこと

ができ、自分が認められることでさらに

仕事が楽しくなり、モチベーションの向

上に繋がるのではないでしょうか。 

３ 組織の方向性 

 当院の看護部行動理念をご存じでし

ょうか。「見つめる目、しなやかな心、

医療を支える看護の手」です。先述した、

ホスピタリティマインドの信念がその

まま表現されたような理念ではないで

しょうか。 

理念と言えば難しく考えがちですが、

「仕事を進める上で忘れてはならない

こと」です。その素晴らしい理念を頭で

は理解していても、実際の行動に移さな

ければ意味がありません。 

ディズニーランドのスタッフは主体

的にかつ積極的に仕事に対するこだわ

りを持ち、ホスピタリティマインドを理

念とし行動しています。だからこそ質の

高いサービスの提供が可能なのであり、

それは同じくして医療の世界でも良い

見本になるのではないでしょうか。 

学生コーナー 
 

雑草魂 

外来学生 4 年 杉山 瑶 

先日、世界陸上が中継されていました。

世界陸上の CM で『止まらない、人類進化

へのカウントダウン』と言われたときに私

はハッとしました。自分が進化(=成長)のた

めの努力に対して手を抜いていないかと問

われたように感じたためです。 

あなたは夢を持っていますか？あるいは

目標を明確にしていますか？そして、それ

に向かってどのように進んでいますか？そ

こをしっかり握っているのとそうでないの

とでは毎日の過ごし方が変わっていきま

す。そして、そこがしっかりしている人は

いつもきらきらしているように思うので

す。 
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夢は大きいものも、小さいものも、どんな

形でも、まだ形になっていなくても夢です。

『夢を見る』というと子どもっぽいと感じる

でしょうか。私は若いうちにしか夢は見られ

ないなんてことはないと思っているし、いく

つになっても夢を諦めたくはないし、まして

や夢を持っていないつまらない大人にはなり

たくないです。 

しかし、夢ばかり見ていることもできませ

ん。現実には様々な壁があります。体力、精

神、人間関係、それらのバランス。私の培っ

てきたものの全てが無意味に思えたこともあ

りました。現在も多くの困難と共に歩んでい

ます。それでも、夢を一生懸命に追いかける

日々は充実しているし、充実した日々を過ご

せることほど幸せなことはありません。 

私にはこれからの人生をかけて追いかけた

いと思える夢があります。必要としてくれる

人、支えてくれる人、背中を押してくれる人

がいる限り私は夢を諦めることはありませ

ん。そして、今までも何度だって奮い立つこ

とができました。 

 

私の夢を紹介します。 

『人生に寄り添える看護師』です。 

具体的には終末期に関わる仕事がしたいと

思っています。人は生まれた瞬間から死ぬこ

とが決まっています。死を間近にしたときの

全ての苦痛を緩和するための知識と技術が欲

しいと思ったのが看護師を志したきっかけで

す。 

私はこの夢のためのチャレンジを諦めるつ

もりはありません。これまでの看護学生生活

を支え、見守り続けてくださいましたみなさ

んには大変感謝していますし、ぜひ応援して

いただきたいと思っています。    以上 

＜部署報告＞ 

腎移植外来での 

小児患者への関わり 

外来移植担当 井上(か) 蓼沼 中野 山下 

１ はじめに 

当院の移植外来には、レシピエント・ドナ

ー合わせて 270 名の患者が通院している。 

近年では愛知小児保健総合センター（以下

愛知小児と略す）と連携をとり小児から成人

になる腎移植前・腎移植後の患者の転院が少

しずつ増加している。 

２ 患者の特徴 

現在5名の患者が愛知小児から転院し当院

の移植外来に通院している。小児の頃から病

院に通院し小児科の病院で治療を続けてき

たという背景をもった患者は、親や医療者等

患者を取り巻く大人達に管理されたまま成

長し、精神的自立という点において未熟な部

分が見られる。その彼らが移植を受け、免疫

抑制剤やステロイドの内服による容姿の変

貌を気にするあまり通院・服薬を中断するケ

ースもある。 

３ 外来通院での問題点 

成人を対象とした病院への転院はこれま

での病院とは環境が異なる。今まで小児とし

ての扱いをされてきた彼らに他の成人患者

と同じように関わると、混乱を招き、精神的

なストレスとなり通院継続が困難になる恐

れがある。 

また、5 名中 3 名は原疾患がアルポートと

いう家族性遺伝性腎炎である。その症状のひ

とつに高音領域の難聴があり、それを気づか

れたくないために聞こえていなくても理解

できたような態度をとり、検査や受診日・時

間などの理解が不十分で、通院困難になるケ

ースもある。 
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現在は、移植担当看護師の顔をほぼ覚え

てくれており、5名すべてが治療の中断なく

元気に通院されている。 

５ まとめ 

今回、愛知小児から成人を対象とした当

院へ患者を受け入れるにあたっては移植担

当看護師にとって少なからず不安があっ

た。様々な背景を持った「大人であって大

人でない」彼らを困惑させることなく関わ

れるだろうか、当院へ継続的に通院してく

れるだろうかと。しかし事前に医師、コー

ディネーター、移植担当看護師で患者の背

景や性格、必要な援助等の情報を共有し、

話し合い、診察日は来院してから帰宅する

までの間、出来る限り多くの声かけや必要

時付き添うことで、個々の患者への関わり

方が分かり、不安は徐々に消えていった。 

今後も少しずつ愛知小児からの受け入れ

患者が増えると予想されるが、患者が安心

して継続的に通院できるよう、移植チーム

全体で関わっていきたい。    以上 

 

＜8月号 「看護部だより」感想＞ 

２階病棟 内山 

「看護部だより」は看護の思いを共感でき

るツールでもあります。そこで、2階のスタ

ッフの思いや意見を聞いたのでまとめま

す。 

学生コーナーでは初心にもどるきっかけ

となり、自分の看護観について考えたり振

り返ったりする良い機会になりました。ま

た、何年後かに読みなおした時に、こんな

ことを思い感じていたと、タイムマシーン

の役割もあると思います。 

CAPD は知識が深まり、興味を持つことが

できた等の意見がありました。また、CAPD

を含め在宅を支える訪問看護ステーション 

当院の外来通院患者は慢性疾患患者が多く、

小児や青年期の患者がほとんどいないのが

現状であり、看護師としてもその彼らとの関

わりは不安が大きいものである。 

４ 外来での取り組み   

まず、移植コーディネーターは愛知小児を

訪問し、受け入れ患者の面談や愛知小児のス

タッフからの情報収集などを行う。転院が決

定したら当院診察初日はコーディネーター

が付き添って診察を行っている。患者によっ

て理解度や反応も違うので、その患者個々に

応じた関わり方を心がけている。初めは両親

と通院するが、診察時は表情も硬く、ほとん

ど自分では返答をせず本人は無反応で両親

が返答することもある。一人で通院し始めて

からも何度かは表情が硬く、質問に対しても

返答はあいまいなこともある。通常の説明や

関わりでは、彼らに関しては説明が十分とは

いえなかった。 

愛知小児の患者の受け入れに際しては、医

師とコーディネーターから、「患者が通院を

中断するようなことのないよう『大人であっ

て大人ではない』その点をふまえながら診察

介助をしてほしい」というアドバイスがあっ

た。 

移植担当看護師の間で患者の情報交換を

行い診察介助をしながら、限られた時間の中

でも、来院されたときにはこちらから声を掛

け、絶やさず目・耳を傾け、細やかな援助を

行うように心がけている。診察時は医師の説

明がきちんと聞こえているか、理解できてい

るかを患者の表情や声掛けで確認している。

また、次回の受診日や検査等の説明の際は、

説明用紙を一緒に見ながらゆっくり大きな

声で時間をかけて説明し、解らないことや質

問はないかを最後に問い、何でも質問できる

環境を作るよう心掛けた。 
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の報告では、普段は知りえない情報を知り、

新たな角度から“病棟看護師として、何がで

きるのだろう？何をやらなくていけないのだ

ろう”と考える機会となったようです。 

「看護部だより」を通して、知ってほしい

ことや考えてほしいことなど、看護に対する

熱い思いが詰まっていることを改めて感じま

した。 

以上 

 

＜新卒看護研修を終えて２＞ 

 

３階病棟  仲亀 沙穂 

  1 年間研修を受けて、多くの事を学ぶこと

が出来ました。 

病棟の先輩達が行ってくださる、看護実技

の研修で実際に実技の練習を行う事により、

自分たちが緊張や不安そうな態度で、患者様

と関わってしまうと、患者様は余計に不安を

感じてしまうということを改めて実感するこ

とが出来ました。また、研修で技術を行う事

で少し不安が軽減し、実際に習った技術を行

う事ができました。 

他部署研修では、さまざまな部署を周るこ

とにより、他部署の特徴や雰囲気を知ること

ができました。研修でさまざまな部署を周っ

てからは、他部署の事も考えて行動をするよ

うに意識しています。また、自分の部署だけ

でなく、病院全体でチーム医療として患者様

と関わっている事を実感しました。その為、

私も積極的に他部署のスタッフと関わって行

きたいと思っています。 

透析室へ２ヶ月間研修にいき、透析につい

ての流れを学ぶことができました。研修へ行

く前は、透析についての講義を受けていても、

あまり理解をすることができませんでした。 

しかし、実際に透析室へ行った事によっ

て、講義で学んだ事を徐々に理解していくこ

とができました。また、透析患者様に対する

観察項目などもあまり理解が出来ていませ

んでした。 

 研修を終えてからは、水分摂取量や、シャ

ントの管理（流通音の確認、シャント肢の観

察等）についての説明も、不安なく行えるよ

うになりました。透析後の患者様には、透析

バンドをしめたままにしていないか等も、意

識するようになりました。今後も、病棟透析

を行う際は、透析室研修で学んだ事を振り返

り、穿刺など行えることは積極的に取り組ん

でいきたいです。また、透析室へ移送する際

も、点滴の残量、オムツチェック、シャント

の確認などを行い、身だしなみを整えてか

ら、送迎をするように意識できるようになり

ました。 

透析室での研修が終わり、病棟に戻ってきた

時には、病棟と透析室とのギャップに戸惑う

事もありました。研修前に教わった事が出来

なくなっていたこともあり、焦ってばかりで

した。しかし、研修終了してたくさんの事を

学び、経験することができました。 

これからも、日々勉強をしていき自分の知識

を深めていきたいです。 

                 以上 

＜新卒看護職員研修を終えて＞は順次、掲載

していきます。ご期待ください。 

 8 月 27 日（火）、愛知県国保医務課から当

院の「新卒看護職員研修事業費補助金」の検

査が行われました。書類等、すべてに問題は

なく、「このまま継続してください」との言

葉を受けました。この「新卒看護職員研修を

受けて」という感想文にも目を通していまし

た。実効性のある新卒研修であることが評価

されたと言えるでしょう。      了 

   以上 
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静脈採血・シャント穿刺用 モデル購入 

                        第２透析室 主任 久堀 仁資 

 

新人教育等に今までは、自作のシャントモデルで指導して来ました。手作りのシャン

トは味のあるものですが、新人にとっては緊張感に欠けるような感じがしていました。  

病棟では、先輩が自分の血管に採血をさせている場面も少なくありませんでした。今

回看護部費から採血・シャント穿刺が出来る腕のモデルを購入したので報告させていた

だきます。 

新人だけではなく、透析室では穿刺針の変更もありなれない手技に再穿刺も多くなっ

てはいけないので、モデルを利用し再穿刺予防にも利用していってください。 

 

      

透析用 シャントモデル 

 

               

 

点滴・採血用 V ライン 

 


